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自己紹介 “市浦 茂” （いちうら しげる）

1992年 成蹊大学工学部 電気電子工学科 卒業

会社員 （日本企業(13年間)、外資系企業（12年間））計 25年の企業活動
2017年7月 エヌビディア合同会社を退職、2017年10月～ 岩手連大に入学

2021年9月 岩手大学大学院 連合農学研究科、 学位（農学博士） 取得

山形大学 学術研究院 プロジェクト教員（助教） スマート農業分野（非常勤）

兼 株式会社ViAR&E代表取締役、 宇都宮大学 データサイエンス経営工学科講師担当予定
2025年～
• 全国食の6次産業化プロデューサー「PRO.」 レベル2 認定番号：19005637

• 地域音楽コーディネータ ＠公益財団法人 音楽文化創造

研究者＆ベンチャー会社経営 1967年生まれ 56歳
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IT企業にて大規模システム開発、新規事業開発を担当
国内企業（13年）→ 外資系企業（12年）→ ベンチャー企業（5年）

定期券発行機
＠柳町工場 電気設計

Playstation3 IO 
Controller

券発行システム
公開特許1998-

334281
1998年12月

PCI マルチファンクションデバイス
TC86C001FG（GOKU-S）

(1992年～2004年)

セミコンダクター社
新規製品企画、開発

Windows CE2.0向け
Risc マイコン

X86互換
VLIWプロセッサ

株式会社東芝

(2004年～2005年)

ADSL向け
映像配信
サービス

(2006年～2009年)

IPセットトップ
ボックス開発

Tegra セールス/
Jetson (ロボット) 向けAI(人

工知能)新規事業開発

(2010年～2017年夏）
社長表彰あり

2017年夏～現在

スマート農業研究と
受託開発、営農管理システム

の運用

アグリフード
システム先端研究
センター
スマート農業分野

3



山形大学農学部＆アグリフードシステム先端研究センター
鶴岡キャンパス、鶴岡サイエンスパーク＠山形県鶴岡市
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農業・畜産ｘデジタル（IoT/AI技術）活用
と社会実装の向けた研究

研究分野：スマート農業、農畜産業へのIoT・AIの実装に関する研究
＠山形大学 学術研究院 プロジェクト教員（助教） スマート農業分野

学位論文： 市浦 茂. 2021年（令和３年）
IoTとAIを用いたニワトリの個体管理技術に関する研究
岩手大学大学院 連合農学研究科（農学博士）
1本筆頭著者、11本の共著
農業食料工学会、TAE 2019 - 7th International 
Conference on Trends in Agricultural Engineering、
American Society of Agricultural and Biological 
Engineers を通じて発表。

“Informatics in Poultry Production”
Khaliduzzaman, Alinと共著
Springer Nature 発売中

株式会社日本畜産振興会“養鶏の友”
2023年5月号へブロイラーへのAI活用の寄稿
農業食料工学会誌 Vol.85 2023年5月
“畜産の情報化” 寄稿 6



みどりの食料システム戦略とスマート農業



みどりの食料システム戦略

• サスティナブル
（持続可能な食料システムの構築）

→ 調達、生産、加工、流通、消費の取り組み

• カーボンニュートラル
（環境負荷低減イノベーションの推進）

2050年まで目指す姿を定めた戦略
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農業の担い手の減少、高齢化

https://www.maff.go.jp
/j/kanbo/smart/attach/
pdf/index-128.pdf
から引用
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スマート農業への期待

• 「スマート農業」とは、「ロボット、AI、IoTなど先端技術を活用する
農業」 （スマート農業をめぐる情勢,2023年11月農水省から引用）

• 期待される効果
• 営農の省力化・効率化
• 営農全体の見える化 → 営農シミュレーション
• 営農の見える化（天気、土壌、生育、収穫、経営）
• 環境負荷低減

「農業」×「先端技術」= 「スマート農業」
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スマート農業の課題

課題1. 作業工程の連携不足。
課題2．スマート機器を操れる人材が居ない。操作が難しい。
課題3.  多様なスマート機器があり、どれを選んでよいかわからない。
課題4．高価な機器が多く、手軽に導入できない。

ドローンや、ロボットトラクター等の活用は、進みつつあるが…

真のスマート農業の実現はいつ？？？

11



スマート農業の取組みにより、多様な機器が登場

• 令和元年から開始し、これまで全国217地区（令和元年度69地区、令
和2年度55地区、令和2年度補正24地区、令和3年度34地区、令和4年
度23地区、令和5年度12地区を採択）において実証。
引用：スマート農業実証プロジェクトについて

→ 5年が経過し、漸く課題が見えてきた状況。

これまでのスマート農業の実証により、部分最適化が達成。

→ これからは、全体最適化へ。

スマート農業実証プロジェクト
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スマート機器、スマートシステムによる全体最適化へ

• 多様なスマート機器を適材・適所に適用できるワークフローの確立へ。
• 重要な営農工程を確実に実行するための営農ナビゲーションや、営農管
理プラットフォームが必要。→ 営農全体最適化。

• 経験の浅い人でも営農知識を補うため、営農知恵袋の構築。

• 実績に基づいた、スマート機器の効果の数値化（費用対効果、活用しやすさ、適用
可能な条件など）

※ システムが整備されていても、投資回収の判断ができる経営者育成が必須。

営農全体を俯瞰し、サスティナブルに営農が続く仕組みづくりへ
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誰もが携われる農業を目指して
～デジタル情報を収集と活用へ ～



次世代の営農管理プラットフォーム“営農知恵袋”

次世代の営農管理プラットフォーム：営農知恵袋
営農ナビゲーション、複合情報を分析、

資材管理、農機、ドローン、気象、センサー情報の活用

必要な情報
へ変換

地理情報システム（GIS）
作物や、土壌、気候などの

空間情報の可視化

営農全体を俯瞰し、Big Dataから営農者が分かるデータへ変換

GAP対応営農管理システム

農場 センサー 土壌資材 種子・苗 農薬 農機

リソース 作業

必要な
情報へ変換
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営農知恵袋を活用した”営農パーソナルアシスタント”

多様な営農データ チャット
LLM：Large Language Models

（大規模言語モデル）
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AI（生成系）の進化が農業にもたらす貢献



AI（人工知能）における生成AIの位置づけ

AIの進化は止まらない

人との自然な会話を通したAI活用が加速。

AI（人工知能）

機械学習
深層学習

生成AI
LLM

Transformer
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話題の生成系 AI “ChatGPT”

• OpenAIが2022年11月に公開した人工知能チャットボット。生成系AIの一種。

• インターネット上に公開されている大量のテキストデータを学習。WikipediaやWebPage、書籍、
ニュース記事、雑誌、論文などの公開されているデジタル化されたテキストデータ。ChatGPT-3.5
（無償版）は、45TBのテキスト量。1,750億個のパラメータ。

• 2023年11月6日、Open AI DevDayにて、GPT-4 Turboが発表された。

• 扱えるテキスト長(GPT-4): 32,768トークン（2万5000語に相当）vs. GPT-4 Turbo 
128,000トークン。(一般的な書籍の300ページ以上に相当。)

• これらのAIには、“*Transformer”という並列処理を特徴とするニューラルネットが使われ、大規模
言語処理が可能。 ＊2017年にGoogleが発表したニューラルネットワーク
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GPTの元となった、Transformerの登場

言語の処理方法の比較

従来の逐次処理から並列処理へ

従来モデル
（CNN, RNN）

Transformer
（Encoder）

私は 私は、元気です。昨日
の夜はよく眠れました。元気です。 昨日は…

“私は”が理解できたら、次の言葉の“元気”という
言葉を予測し、文章の理解をし答えを導く。

（逐次処理：部分最適化）

上記のような文章で長く続いても全体の
文章の依存関係を理解し、答えを導く。

（並列処理：全体最適化）
大規模言語モデルに適している。
ChatGPTなどに活用されている。
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Transformer仕組みの農業分野への活用

• ChatGPTを筆頭に、大規模言語モデル LLM：Large Language Modelは、
膨大な量のテキストデータを学習した統計モデルで、言語の構造や文脈を理解し、
複雑な処理（文書生成、質問応答、文章要約、言語翻訳、文章分類、感情分
析など）を実行可能。

→ 営農で活用されている栽培指針、作業工程、病害データベース、土壌の管理、環境
データ、選別ルールなど幅広いデータを学習させることで、オリジナルの営農知恵袋が作
れる可能性がある。

• Vision Transformerを動物の体重推定へ活用（画像とTransformer）
→ 動物の場合、画像の連続性と体重の相関が取れる可能性があり、Transformerは、
優位性が高い可能性がある。

Transformer技術を使ったLLMの活用
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“CNN”（畳込み） Vs. “Transformer”
結果、TransformerのAIの方が若干の精度が向上。

（例）Vision Transformerによる動物の体重推定
食用鴨の画像から体重を推定する取り組み事例

100羽の鴨の写真

100羽の体重値

100羽の画像を
数枚ずづ実測体
重値と紐づけ。

Efficient Netの回帰モデル
“CNN”

Swin Transformer V2
の回帰モデル

“Transformer ”

AI

AI
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カーボンニュートラルを目指すためにAIによる支援

• 様々なスマート機器の複合的活用と費用対効果の損益シミューレーション環境
の構築。

• 農薬、化学肥料の削減、メタンや、CO2発生を抑える仕組みの構築。
• 化学肥料抑え、土壌菌活用を推進し、土壌の改良度合いを見える化。
• 食物残渣や、家畜の排せつ物の適所利用のための情報化を推進。
• 営農全体でCO2排出量をより正確把握できる、営農管理プラットフォームが必

要となる。これにより、カーボンクレジットの利用促進の実現。

• 少人数で多様なタスクを行うため、天候や作業優先度に基づいた、営農全体
の最適化をAIでサポート。

多様なデータを同時処理する営農アシスタントが必要
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幅広いデータ蓄積による実践的なAI作成と活用へ

• 農業、畜産業に関わるあらゆる情報をデジタルデータとして日々、記録をし、
LLMに学習させる。

• 地域に伝わる先代から、口頭で語り継がれてきたノウハウも活用。
• AI活用の学習作業は、プロンプトエンジニアリングにて、AIから最適な答えを

引き出すために、メッセージやコマンドなどを使って、人間がAIを正しい判断へ導
くことが可能。AIを作り直さず、強化学習が可能になった。

• 個人の持つノウハウを幅広く収集するだめでなく、地域でデータを共有することで、
地域オリジナル生育管理AIの実現は現実的なものに。

データを学習させる仕組みを有効活用
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誰もが農業に携われる仕組み

• 蓄積された営農データ、栽培データをバックグラウンドで学習、予測
• 栽培計画、栽培のノウハウが詰まった営農知恵袋の実現へ。

• 営農者のパーソナルアシスタントの作成。いつもでどこでもQ&Aが可能。

蓄積したデータを生かす仕組みへ

データ、文章、組み合わせの学習

学習 チャット
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営農の記録方法の変革へ

• 人がシステムに合わせて入力。

→ 高齢の営農者に難しい。

• データ収集が持続可能にならない。

マルチモーダルAI
（On LLM）

次世代
営農管理

プラットフォーム

手書きメモ

音声

画像

波形 位置情報
RTK-GPS（GNSS)

システムが人に合わせ
て多様な方法を提供
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デジタルデータを有効活用するための
共創のためのコンソーシアム



“DuCop”プレスリリース 2022年12/8(木)

https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/information/press/20221208/

農業、畜産のデータ活用をオープン化し活用を推進
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DuCop設立者のメッセージ
食を支えるビックデータが地域の課題解決へ挑む
食に携わる幅広い方々から提供される情報をデジタル化し、食が消費者へ
届けられる流れを俯瞰し、食に携わる方々に地域の食流通のあり方につい
て気づきを促し、食への意識改革を行うことで、持続可能な消費と、生産体
系の構築を目指します。

地域の食を支えるデジタルインフラの構築へ
食の生産、加工、流通、販売、消費を情報技術で繋ぎ、高品位、効率に
食を支えるデジタルインフラを作り、地域の人々が食を楽しみ、その喜びを生
産者、加工、販売業者へ届けることで、地域の活力へつなげて参ります。

「共創」の理念
食に関わる様々な方々とオープンかつ、フラットな関係で、様々な意見を

交わし、地域の全員参加で地域の食に関わるインフラを共創していきましょう。

データ活用共創プラットフォーム“DuCop”
代表者

山形大学 プロジェクト教員（助教） 市浦 茂

市 浦 茂

Data Utilization Co-creation Platform
仮称：YAAS “DuCoP”（デュコップ）
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消費販売流通加工収穫

食を取り巻く状況をビックデータで俯瞰（作物編）
付加価値として活用

生産

特徴となる情報を新たなバリューとして活用。

農業資材

ロボット

種子

農業機械

センサー

通信 消費状況

食材

生育状況

収穫状況

加工状況

市況状況

料理

加工食材配送

多様な情報は、各ステージでデータの重みが
異なる。各ステージで活用可能なデータに

加工し、必要な方々へ提供。
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クローズドラボ（個別）

データ活用共創プラットフォーム ”DuCop”

オープンラボStage 1.

Stage 2.   フィールドラボ

事業化

各参加企業の
商品として実用化

ベンチャーとして
スピンアウト
企業の商材

個別研究テーマ
企業×研究者

Stage 3.

農業
畜産

事業者

機器
メーカ 農機具

農業
資材

飲食店 流通
業者

人材
リソース

加工
業者

農薬
業者

コンサル
ティング 商社 ファイナン

ス

＋他大学、自治体、研究機関、生産者

Stage 4.

個別研究テーマ
企業×研究者

・ 個別研究テーマの実施
・ フィールドラボ、実証データ、

装置等を活用

・ 企業、他大学、研究機関、自治体、
生産者が参画

・ 情報交換の場、人材育成
・ 社会インフラの構築

・ 研究成果の実証の場
・ Stage2.の企業が利用
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異文化交流が可能な場所の提供

＠鶴岡市先端研究産業支援センター（鶴岡サイエンスパーク）

インキュベーションルーム

https://www.city.tsuruoka.lg.jp/static/TsuruokaMetabolomeClusuter/TMC.html
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山形大学

人材教育（学生、企業人材育成の連携）
人材の還流

• 学生の方々と企業、地域が交流、企業が若い人材と接触する場の提供。

• 企業人の専門教育に向けて、再教育の場の提供。
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カーボンニュートラルの実現に向けて



カーボーンニュートラルの実現へ

• 生育予測と生産活動の最適化
• 環境情報、土壌変化を元に、データに基づいた生育予測、営農リソースの最適化。

• リスク管理
• 温暖化による天候リスクの低減。

• サステナビリティ
• 持続可能な循環型営農へ向けたデータ連携機能の構築。

営農の部分最適化から全体最適化へ
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プロジェクト教員（助教）スマート農業分野

          市 浦 茂 （農学博士）

E-mail: sichiura@tds1.tr.yamagata-u.ac.jp

ご清聴ありがとうございました

アグリフードシステム先端研究センター
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